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献血アクティビティの 2008 年度～2013 年度推移表 7 月～翌年 6 月＝年度 

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 

献血アクティビティ件数 13,199 12,214 13,328 12,984 13,248 12,605 

年度内構成比 
15.5％ 14.6％ 14.9％ 15.5％ 16.0％ 15.5％ 

献血使用事業資金  
227,604,493 225,975,813 226,131,446 196,708,337 203,251,370 190,484,172 

総事業費内構成比 
4.6％ 5.0％ 3.9％ 4.2％ 4.7％ 4.4％ 

献血数量（類推） 

件数×90％×25 人 

×0.4（400 ㏄）＝ℓ 

118,791 ℓ 109,926 ℓ 119,952 ℓ 116,856 ℓ 119,232 ℓ 113,444 ℓ 

クラブ数 
3,337 3,288 3,257 3,225 3,194 3,151 

メンバー数 108,779 人 105,582 人 103,591 人 101,781 人 100,768 人 113,604 人 

 

上記データはライオン誌日本語版より転載した公式データです。 

 

但し、献血数量は、類推となっております。（下記の通りシビアーな判断をしております。） 

献血アクティビティ件数の内 10％を献血を伴わない推進キャンペーンとしておりますが、献血を

伴わないアクティビティは実質 5％以下で、95％以上が献血を行うアクティビティと推測できます。 

1 回の採血人数を 25 人とみなしておりますが非常に少ないみなし数です。（自クラブでは概ね 40

人前後です。） 

 

事業資金に関して：売血と見なされる事を日本赤十字社が避ける指導を厳しくされている為に、

ライオンズクラブとしても、献血者に対しての対価支払いに成らない様に、菓子等提供等に抑え
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ておりますので、件数構成比に比べ事業費構成比が少なくなっております。 

ライオンズクラブ全メンバーに配送される機関紙に「献血」に関する特集記事が掲載された 

ライオン誌日本語版 2013 年 10 月号で、ライオンズクラブの奉仕活動に於いて、献血活動が重要

な地位を占めているので、全メンバーに正確な情報を再確認させ、活動の活発化を目指した記事。
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